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淡路島方言アクセントにおける二拍名詞  
第 4・5 類の合同傾向 
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1. はじめに  
1.1 本稿の目的  
本稿では、筆者がおこなったアクセント調査の結果を用い、淡路島方




















                                                  










1.2 類の合同とは  
第 4・5 類の合同に関連する先行研究には、第 5 類の下降消失につい










1)Ⅴ類の伝統型 a が主流（50 代以上）  
2)Ⅴ類の伝統型 a が減少、変わって伝統型 b が増加する（40 代）  
3)Ⅴ類の伝統型 a がなくなり、伝統型 b が減少、伝統型 c に移行す
る、同時に統合型が現れる。同時に中間型も存在する。Ⅳ類の統
合型が現れ始める（30 代）  
4)Ⅴ類の統合型が圧倒的主流になる。Ⅳ類の統合型が一気に増え半
数を超える（20 代）  
 
ここでいう「Ⅴ類伝統型 a」は第 5 類の語が単独形・高起式述語接続
形・低起式述語接続形のすべての場合に下降を保持している状態をいい、











                                                  
3 その他の先行研究においても、二拍名詞第 4・5 類のアクセント変化につい
て述べる際にこれらの形は共通して重要視されている。本稿でもそれに従い、







ーカスがある）環境のことをいい、このとき第 4 類が LL-H…、第 5 類
が LH-H…となるとしている。郡（2011）は田原・村中（2000）につい









2. 使用するデータについて  
 本稿において使用するデータは、以下の要領でおこなった実地調査に
よって得られたものである5。  




                                                  
4 田原・村中（2000）において、第 5 類の「中間型」が実際には段階的に上
昇しているような音調、LM-H…（M は L と H の中間の高さをあらわす）で
聞こえることもあったという。また、「LH・H」と聞こえる場合でも、名詞の
2 拍目と述語の 1 拍目との間にごく短いポーズ、あるいはグロッタルストップ
が聞かれることもあるとしている。一方で、郡（2011）に述べられている名
詞にフォーカスを置いたときの LH-H…は、述語の 1 拍目がその直前にある名
詞の 2 拍目より一段下がって発音されるものであり、これを「♭」で表記し
ている。本稿で用いる調査結果にあらわれた LH-H…も比較的若い世代に聞か
れることが多く、述語の 1 拍目が名詞の 2 拍目より低く発音される傾向にあ
った。その点では郡（2011）と共通しているといえよう。  
5 本稿であげる地図は「白地図 KenMap ver.9.1.」とペイントソフトを用いて
作成したものである。  













二拍名詞 単独形 助詞 高起式述語 低起式述語
第1類 HH HH-H HH-H… HH-L…
第2類 HL HL-L HL-L… HL-L…
第3類 HL HL-L HL-L… HL-L…
第4類 LH LL-H LL-H… LH-L…




























ものを示すと、表 1 のようになる。  
 第 2・3 類のアクセントが同じ HL 型であらわれること、第 4 類と第 5
類9のアクセントがそれぞれ LH と LF とに区別されていることから、淡
                                                  
7 本稿では男女差については特に問題としない。岸江信介（1997）や田原広




8 本稿では 20～30 代を若年層、40～50 代を中年層、60 代以上を高年層とす
る。  








しかしながら第 1 節でも述べたとおり、近畿中央部において第 4 類と
第 5 類のアクセントに変化が生じ、両類の区別が失われつつあることが
先行研究において指摘されている。淡路島の高年層においても、既にこ









4. 二拍名詞第 4・5 類のアクセントの世代差と地域差  
4.1 「第 4 類＋助詞」のアクセント  
第 4 類「海、空、針」などの語に「が、を、に、は」のようないわゆ
る従属式の助詞が後接したときのアクセントは、LL-H（さらに後ろに











LL-H/L 16 (67%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 36 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%)
LH-L 8 (33%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%)
合計 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 36 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%)
中年層
LL-H/L 12 (50%) 24 (100%) 24 (100%) 20 (83%) 17 (47%) 24 (100%) 24 (100%) 23 (96%) 24 (100%)
LH-L 12 (50%) 0 (0%) 0 (0%) 4 (17%) 19 (53%) 0 (0%) 0 (0%) 1 (4%) 0 (0%)
合計 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 36 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%)
若年層
LL-H/L 0 (0%) 7 (29%) 16 (67%) 3 (13%) 0 (0%) 6 (25%) 10 (42%) 24 (100%) 10 (42%)
LH-L 24 (100%) 17 (71%) 8 (33%) 21 (88%) 24 (100%) 18 (75%) 14 (58%) 0 (0%) 14 (58%)
合計 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%)
表2. 第4類＋助詞のアクセント
富島(2) 郡家(2) 洲本(3) 由良(2) 津井(2) 福良(2) 鳴門(2)
明石(2) 岩屋(2) 富島(2) 郡家(2)
明石(2) 岩屋(2) 富島(2) 郡家(2) 洲本(3) 由良(2) 津井(2) 福良(2) 鳴門(2)
明石(2) 岩屋(2)








す」など 4 語の結果を合わせた。  
表 2 をみると、明石と洲本の 2 地点は若年層に LH-L という変化後の
アクセントしか聞かれないという点で共通している。この 2 地点では中








4.2 第 5 類のアクセント  
4.2.1 単独形のアクセント  








 表 3 を見ると、淡路島内では高年層に LH の聞かれる地域が一部ある
ものの、おおよそ中年層で LH が聞かれるようになり、若年層でさらに
                                                  
10 福良では、中年層一人の「針をさす」に LH-L があらわれた。また、2009





LF 16 (67%) 23 (96%) 22 (92%) 24 (100%) 32 (89%) 24 (100%) 24 (100%) 20 (83%) 1 (4%)
LH 8 (33%) 1 (4%) 2 (8%) 0 (0%) 4 (11%) 0 (0%) 0 (0%) 4 (17%) 23 (96%)
合計 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 36 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%)
中年層
LF 22 (92%) 18 (75%) 18 (75%) 17 (71%) 12 (33%) 23 (96%) 24 (100%) 17 (71%) 1 (4%)
LH 2 (8%) 6 (25%) 6 (25%) 7 (29%) 24 (67%) 1 (4%) 0 (0%) 7 (29%) 23 (96%)
合計 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 36 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%)
若年層
LF 4 (17%) 5 (21%) 5 (21%) 0 (0%) 0 (0%) 9 (38%) 7 (29%) 17 (71%) 0 (0%)
LH 20 (83%) 19 (79%) 19 (79%) 24 (100%) 24 (100%) 15 (63%) 17 (71%) 7 (29%) 24 (100%)
合計 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%) 24 (100%)
表3. 第5類単独形のアクセント
明石(2) 岩屋(2) 富島(2) 郡家(2)
明石(2) 岩屋(2) 富島(2) 郡家(2) 洲本(3) 由良(2) 津井(2) 福良(2) 鳴門(2)
洲本(3) 由良(2) 津井(2) 福良(2) 鳴門(2)






鳴門では全年齢層に共通して LF がほとんど聞かれなかった。  
  
4.2.2 低起式述語接続形のアクセント  
 続いて第 5 類の語に低起式述語を接続した形式、「雨降る」「窓閉める」




高年層にも 2 拍目の拍内下降を伴わない LH が多く聞かれたこと、中
年層の結果を見比べたときに郡家・洲本・由良・津井において変化の進
行度合が速いことが特徴的であるといえよう。若年層では、福良でのみ




なお、明石と鳴門では LF はほとんど聞かれなかった。  
 
4.2.3 高起式述語接続形のアクセント  
第 5 類の語に高起式の用言が後接する形で調査をおこなったのは 3 語
（「雨やむ」「窓開ける」「春好き」）である。地域・年齢層別の結果を表
5 に示す。  
淡路島内の各地域においては、共通して中・高年層に下降を伴った LF





LF 1 (17%) 3 (50%) 3 (50%) 1 (17%) 1 (11%) 2 (33%) 1 (17%) 2 (33%) 0 (0%)
LH 5 (83%) 3 (50%) 3 (50%) 5 (83%) 8 (89%) 4 (67%) 5 (83%) 4 (67%) 6 (100%)
合計 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 9 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%)
中年層
LF 0 (0%) 2 (33%) 2 (33%) 0 (0%) 0 (0%) 1 (17%) 1 (17%) 4 (67%) 0 (0%)
LH 6 (100%) 4 (67%) 4 (67%) 6 (100%) 9 (100%) 5 (83%) 5 (83%) 2 (33%) 6 (100%)
合計 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 9 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%)
若年層
LF 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 4 (67%) 0 (0%)
LH 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 2 (33%) 6 (100%)
合計 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%)
表4. 第5類＋低起のアクセント
明石(2) 岩屋(2) 富島(2)
明石(2) 岩屋(2) 富島(2) 郡家(2) 洲本(2)
明石(2) 岩屋(2)
郡家(2) 洲本(3) 由良(2) 津井(2) 福良(2) 鳴門(2)
富島(2) 郡家(2) 洲本(3) 由良(2) 津井(2) 福良(2) 鳴門(2)













5. 変化傾向の違い  
 第 1 節でも触れたとおり、山岡（2012）では「第 4 類＋助詞」ならび
に「第 5 類＋高起式述語」のアクセントから地域差を見出した。このと
き「第 5 類の単独形」や「第 5 類＋低起式述語」を取り上げなかったの















LF 6 (100%) 4 (67%) 5 (83%) 6 (100%) 9 (100%) 5 (83%) 3 (50%) 3 (50%) 0 (0%)
LH 0 (0%) 1 (17%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%)
LL 0 (0%) 1 (17%) 1 (17%) 0 (0%) 0 (0%) 1 (17%) 3 (50%) 3 (50%) 6 (100%)
合計 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 9 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%)
中年層
LF 6 (100%) 5 (83%) 5 (83%) 6 (100%) 8 (89%) 4 (67%) 5 (83%) 3 (50%) 0 (0%)
LH 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 1 (17%) 0 (0%) 0 (0%) 2 (33%)
LL 0 (0%) 1 (17%) 1 (17%) 0 (0%) 1 (11%) 1 (17%) 1 (17%) 3 (50%) 4 (67%)
合計 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 9 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%)
若年層
LF 0 (0%) 2 (33%) 3 (50%) 1 (17%) 0 (0%) 2 (33%) 1 (17%) 2 (33%) 0 (0%)
LH 0 (0%) 0 (0%) 0 (0%) 1 (17%) 0 (0%) 1 (17%) 5 (83%) 0 (0%) 0 (0%)
LL 6 (100%) 4 (67%) 3 (50%) 4 (67%) 6 (100%) 3 (50%) 0 (0%) 4 (67%) 6 (100%)
合計 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%) 6 (100%)
表5. 第5類＋高起のアクセント
明石(2) 岩屋(2) 富島(2) 郡家(2) 洲本(2) 由良(2) 津井(2) 福良(2) 鳴門(2)
明石(2) 岩屋(2) 富島(2) 郡家(2) 洲本(3) 由良(2) 津井(2) 福良(2) 鳴門(2)
明石(2) 岩屋(2) 富島(2) 郡家(2) 洲本(3) 由良(2) 津井(2) 福良(2) 鳴門(2)
明石 岩屋 富島 郡家 洲本 由良 津井 福良 鳴門
単独形 42% 36% 38% 43% 54% 22% 24% 25% 97%
低起 94% 72% 72% 94% 96% 83% 89% 44% 100%




音された割合（LH あるいは LL と発音されたもの）をパーセンテージ
で示すと、表 6 のようになる。単独形は「この」前接形を含み、低起・
高起はそれぞれ低起式述語・高起式述語が後接した形のことを指す。  
 表 6 から、地域によって変化の傾向に差があることが見て取れる。ど
の形式のアクセント変化がより進行しているのかが地域によって異な
っているということが指摘でき、以下の 3 つのパターンに分けられる。 
 
A. 低起＞単独形＞高起（明石、富島、郡家、洲本）  
B. 低起＞高起＞単独形（岩屋、由良、津井）  













た様相が見えてくる。表 7 に示した高年層の結果では B となる地域が圧
倒的に多く、A のパターンを示すのは、淡路島内の地域では洲本のみで




表 8 に示した中年層では岩屋・富島・郡家・洲本が A、由良と津井が
B、福良が C となり、表 9 に示した若年層でも同じような傾向を示す（郡
家と洲本、明石では変化率ほぼ 100％）。  
明石 岩屋 富島 郡家 洲本 由良 津井 福良 鳴門
単独形 33% 4% 8% 0% 11% 0% 0% 17% 96%
低起 83% 50% 50% 83% 89% 67% 83% 67% 100%
高起 0% 34% 17% 0% 0% 17% 50% 50% 100%
表7. 第5類の地域別変化率（高年層）
明石 岩屋 富島 郡家 洲本 由良 津井 福良 鳴門
単独形 8% 25% 25% 29% 67% 4% 0% 29% 96%
低起 100% 67% 67% 100% 100% 83% 83% 33% 100%




































①  高年層の結果から、第 4 類の変化より第 5 類の変化の始まりのほう
が早い。  




明石 岩屋 富島 郡家 洲本 由良 津井 福良 鳴門
単独形 83% 79% 79% 100% 100% 63% 71% 29% 100%
低起 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 33% 100%













ており、本稿でも①で述べたように第 5 類の変化の始まりが第 4 類より
も早いことを確認した。しかしながら②で指摘したとおり、淡路島にお






6. まとめ  
 淡路島方言アクセントにおける二拍名詞第 4 類と第 5 類の合同傾向に
ついて、北部と南部とでとくに第 5 類のアクセント変化に傾向差があら
われることがわかった。  














もなく、第 4 類の LHL 型化が起こって」おり、第 5 類の語が拍内下降を失う
ことと第 4 類＋助詞のアクセントが LH-L へと変化することとは「連動して起
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―やまおかかなこ 早稲田大学大学院文学研究科博士後期課程―  
                                                  
13 淡路島において独自に変化が進んだ可能性ももちろん大きいが、洲本を起点と
しているとすれば大阪からの影響である可能性も考えなければならない。また、
途中でも触れたとおり、岩屋については明石との関わり、福良については鳴門と
の関わりを考慮する必要があろう。  
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